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神谷 蘭
（学芸員）ふるさと古城へよせて ―ある図案家の来し方―

に入ると懸賞図案や展覧会へ出品をし、受賞の経歴
も見られます。図案教育の黎明期に学び仕事をした、
デザイナー第一世代のひとりだといえるでしょう。
　晩年に自身で装丁からすべて行った大型の図案帖
『國華』（当館蔵）は、大正末～昭和初期頃にかけて、
髙島屋を通じて皇室から受けた染織品の注文の下図
や、図案作成のためのスケッチがおさめられていま
す。中山は震災・戦災によって自身が手掛けた仕事の
多くを失ったことを悲しみ、これが『國華』製作のモ
チベーションであったようです。中山にとっては数多
くあった仕事のほんの一部かもしれませんが、それが
ひとつの形になり、守られてきた意味ははかりしれな
いほど大きいといえるでしょう。
　中山は高岡に戻らず東京で人生の大半を過ごしま
したが、同郷の友人達とは長く交流していたようで
す。同じく東京に出てきた同級生とは3人で仲が良
く、歳を重ねてからも定期的に会って友好を深めて
いました。県人会にもよく参加していたそうです。生
涯「古城」という号を使い続けたことに、故郷・高岡
とその縁を大切に思う気持ちがあらわれているので
はないでしょうか。
　特別展「ある図案家の仕事―宮中の染織デザイン
―」では、中山の生涯をたどりながら、図案帖『國華』
を余すことなく紹介します。ご期待ください。
参考文献

「尚美会会誌」第2～4号　明治35～37年　高岡市立中央図書館蔵

山県高岡市には、「古城」と呼び親しまれる高
岡城跡があります。近代以降は古城公園とし

て、水濠に囲まれ四季を通じて美しい自然を感じら
れる憩いの場になっています。この古城のそばで、ひ
とりの図案家が産声を上げました。
　中山冝一は明治17（1884）年、高岡市末広町の漆
芸を営む家に生まれました。高岡のまちは銅器や漆
器の産地として名高く、ものづくりがすぐそばで息づ
く場所でした。中山は明治32年に設置されたばかり
の富山県工芸学校図案絵画科（同34年に富山県立
工芸学校に改称）に進学します。当時主力輸出品で
あった工芸品のデザインをより魅力あるものに改良
しなければならないという課題に直面していた日本
政府は、図案の専門的な教育の拡充をはかりまし
た。同校図案絵画科はその過程で設置されたもの
で、中山は一期生ということになります。
　中山の学生生活を少し覗いてみます。富山県立工
芸学校では明治36年より工芸展覧会を開催してお
り、多くの来場者を集める一大イベントでした。この
第1回展で中山が出品した「鴞ノ図絵画外二点」は
95点で1等賞を受賞しています。この図の中に「古城」
という落款を確認することができ、中山は在学中か
ら高岡城にちなんだ古城という画号を使いはじめ
ていたことがわかります。また同校では明治35年、
技芸の錬磨や文学、体育に専念する目的で始まった 
「尚美会」という組織が結成されています。中山は案
図（原文ママ）部、運動部、雑誌部すべてに名前を連
ねており、活発な学生だったことがうかがえます。
　高岡での学生生活を終え、卒業後は家業を継がず
上京し、図案の勉強を続けます。当時東京高等工業学
校工業図案科で教授を務めた井出馬太郎に私淑のよ
うな形で学んでいたようです。明治40年頃には髙島屋
東京支店に勤め、同43年に独立自営し、図案の仕事
に従事しました。この頃より芝区桜田備前町（現在の
西新橋一丁目）に住み、その後の人生を西新橋の地で
過ごしています。港区との縁は深いのです。大正時代
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中山の使用した印章。一番大きな円印には「古城」の文字が見えます。
（個人蔵）
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歴史館だより 第17号

宿澤 泉帆
（学芸員）

―暮らしの道具―

灯りの移り変わり

有明行灯

の盛りを過ぎ、暑さも和らいできました。これ
から秋、冬を迎え、徐々に夜が長く感じる季

節がやってきます。夜は人間の視覚が及ばない時間
であり、周囲を照らす灯りが不可欠です。灯りは、時
代を経て、明るさを増し、人々の視野を広げ、夜の生
活を豊かにしてきました。ここでは、「灯り」をテーマ
に、当館に収蔵されている資料を取り上げ、その歴史
について辿ってみたいと思います。

１．行灯
　まず初めにご紹介するのは、行灯です。行灯は、油
を入れた灯明皿に、麻布やイグサで作った灯芯を浸
して火を灯し、紙を貼った火袋で囲って、風の影響を
受けないように工夫した照明具です。行灯は、室町時
代から、その祖型が見られ、もともとは携帯用の灯り
に用いられていました。江戸時代に、提灯や手燭が
携帯用に使われるようになると、行灯は室内に置く照
明具として、用途に応じて様々な形に発展しました。
　有明行灯は、寝室の枕元に置いて、終夜明かりを灯

し続ける常夜灯の
役割を果たしまし
た。火袋の上にかぶ
せる箱蓋があり、側
板が三日月型や満
月型にくりぬかれて
います。読書をする
際には、火袋の側

面を開け、火を露出させて明るくし、寝る際には、箱
蓋をかぶせて暗くするなど明るさを調節することが
できました。

２．ガス灯
　明治時代に入ると、西洋で開発されたガス灯が文
明開化とともに日本に流入しました。ガス灯はこれま
で利用されてきた行灯や、江戸末期に伝来したランプ 
よりも明るく、主に街灯に利用されました。明治5
（1872）年に横浜で初めてガス灯が点火され、明治7
年には、東京の銀座通りを含む京橋・金杉橋間に85

本ものガス灯が灯
りました。写真の
ガス灯は、S字に曲
がった導管からガ
スを通し、発光材
を染み込ませた繊
維を被せた火口に
火を灯します。もう
一方の縦に伸びる金具の先端に金属の鐶がついてい
ることから、上から吊り下げて使用するものであった
と推測されます。ガス灯は、その後大正時代から昭和
時代にかけて電灯が普及したことで、徐々に姿を消し
ていきます。

３．電灯
　白熱電球は、アメリカで実用化され、明治23年に
国内での生産が開始されました。その後、大正時代
中頃には室内の灯りとして全国に普及しました。昭和
時代の戦時下には、夜間空襲に備えて、灯火管制用２
段階切換電球というソケットへのはめ込みの具合で
明るさを調節できる電球が家庭で使用されました。
ガラスの部分には遮光塗装がされ、外に光が漏れな
いようになっていま
す。その後、白熱電
球は、より消費電力
が少なく、寿命の長
い蛍光灯やLED電
球に置き換わり、平
成22（2010）年に
生産を中止しました。
　有明行灯・ガス灯は、コミュニケーションルームに、
灯火管制用２段階切換電球は常設展示室Kに展示中
です。ぜひ実物を見て灯りの歴史に触れてみてくだ
さい。
参考文献　
大西正幸著『生活家電入門　発展の歴史としくみ』 技報堂出版  2010年
木村茂光・安田常雄・白川部達夫・宮瀧交二著『モノのはじまりを知る事典 
生活用品と暮らしの歴史』 吉川弘文館  2019年
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